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ムーンショット型研究開発制度５年目評価について（案）

（目標３） 

令和７年○月○日 

総合科学技術・イノベーション会議 

ムーンショット（以下「ＭＳ」という。）型研究開発制度は、我が国発の破壊的イノベーションの創

出を目指し、従来技術の延長にない、より大胆な発想に基づく挑戦的な研究開発を推進する最大

10 年間にわたる国の大型研究プログラムである。 

ムーンショット型研究開発制度の運用・評価指針においてＣＳＴＩが行うこととされている５年目

の評価について、以下の通りとする。本目標については、別添に示すターゲットに変更した上で 

継続／終了 
とする。 

（評価） 

〇ＭＳ目標に対する進捗状況 

人が違和感を持たないＡＩロボットについて、家事や看護支援などができる汎用人型ロボットや

被介護者の状態変化の推定を行ないながら臨機応変に支援できるロボットの試作品を開発し、特

定の条件下で実証するなど着実な進捗を確認した。自動的に科学的原理・解法の発見を目指す

ＡＩロボットについて、植物の耐環境性を向上させる良質の物質候補を従来方法よりも効率的に発

見するなど着実な進捗を確認した。特定の状況において人の監督の下で自律的に動作するＡＩロ

ボットについて、ＪＡＸＡ模擬月面フィールドで太陽光パネル設置の動作試験を実施するなど着実

な進捗を確認した。 

〇今後のＭＳ目標の達成の見通し 

知覚が付与された生成ＡＩを人型ロボットに接続して、実世界において通用するＡＩを開発する動

きが米国、中国を中心に加速し、工場や倉庫における警備、棚卸作業などでの実証が行われる

など、ＭＳ目標設定当初とは大きく状況が変化した。我が国おいては、昨年 12 月に民主導で設立

された一般社団法人ＡＩロボット協会(ＡＩＲｏＡ)によるＡＩロボット基盤モデルの開発や経済財政運営

と改革の基本方針 2025（令和７年６月閣議決定）にロボットに係る戦略の策定が盛り込まれるとい

った動きが出てきている。  

人と共生するＡＩロボットは、労働力不足の解消、高齢化に伴う生活支援や介護など我が国をは

じめ世界が直面する課題解決に求められ、巨大な市場を生む重要な技術であり、ロボット技術に
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優位性を持つ我が国が、ＡＩ分野の研究者とロボット分野の研究者の協働により実世界で通用す

るＡＩ開発に注力し、社会実装を主導していく必要がある。その際、実世界にある物体、道具、環境

などは人が取り扱う前提で設計されており、破壊的イノベーションを目指す観点からＡＩロボットが

完全に人の環境に適応できるよう、人型ロボットを研究開発対象とすることが肝要である。その上

で、活用領域として本プログラムが切り拓いてきた科学研究や、災害現場や月面といった人が活

動することが難しい環境における活用についても引き続き可能性を探ることが望まれる。 

加えて、プロジェクトの研究体制について、目標達成に向けて本プログラム終了後も研究開発

を主導できる世代に引き継ぐことが求められることから、各プロジェクトの状況を踏まえつつ、人材

育成を図り、遅くとも８年目外部評価までには、プロジェクトの研究体制の世代交代を図ることが

必要である。 

このような状況を踏まえ、今後のＭＳ目標の達成に向けては、「汎用自律人型ＡＩロボット」の開

発に重点を置いた上で、関連施策 1や目標１と連携しつつ、2030 年に大きな民間投資を呼び込め

る技術開発を目指すべく、ターゲット、ポートフォリオ、研究開発体制などの刷新が必要である。 

 

（付帯事項） 

継続にあたり、以下の事項に取り組むこと。今年度内にムーンショット型研究開発制度に係る

戦略推進会議に付帯事項への対応について報告し、承認を得ること。 

 プロジェクトの再公募を視野に入れたプログラムの刷新計画の策定 

 ターゲットや上記「今後のＭＳ目標の達成の見通し」を踏まえたポートフォリオ（プロジェクト構

成、資金配分方針など）の策定 

 開発する技術水準を国内外で比較できるベンチマークの設定 

 プログラムにおける８年目及び 10 年目に目指す具体的な技術水準の設定 

 2050 年の目標達成に向けたプログラムの社会実装シナリオの策定（社会実装主体の検討、

民間からの資金調達及び研究開発成果のスピンアウトを含む） 

 関連施策との連携に向けた方針の策定 

 基礎的な技術開発、国際標準化及び倫理的・法制度的・社会的な課題への取組について、

目標１との連携計画の策定 

 プログラムにおける人材育成上の課題の抽出及び 2050 年の目標達成に向けたプログラム

の人材育成方針の策定（プロジェクトの研究体制の世代交代を含む） 

 国際連携に係る方針並びに国際連携を行う場合における目的の設定及び計画の策定 

以上 

 

 
1 戦略的イノベーション創造プログラム（内閣府）、革新知能統合研究センター（理化学研究所）、戦略的創造研究

推進事業（ＪＳＴ）、ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業（ＮＥＤＯ）など 
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別添 

変更後 現行 

 （変更なし） 

 

 

 

 （削除） 

 

 

 （変更なし） 

 

 

 

 （削除） 

 

 

 （変更なし） 

 

 

 （削除） 

 

 

 2030年までに、特定の現場 1における特定

のタスクについて、人による支援のもと、

実用上違和感なく状況の変化に対応しな

がら一連のタスクを完遂でき、民間投資対

象となり得る汎用自律人型ＡＩロボットのプ

ロトタイプを開発する。 

 2030年までに、あらゆる状況に対応できる

汎用自律人型ＡＩロボットの実現に向けた

開発要素の基礎を確立する。 

 2050 年までに、人が違和感を持たない、

人と同等以上な身体能力をもち、人生に

寄り添って一緒に成長するＡＩロボットを開

発する。 

 2030 年までに、一定のルールの下で一緒

に行動して 90％以上の人が違和感を持た

ないＡＩロボットを開発する。 

 2050 年までに、自然科学の領域におい

て、自ら思考・行動し、自動的に科学的原

理・解法の発見を目指すＡＩロボットシステ

ムを開発する。 

 2030 年までに、特定の問題に対して自動

的に科学的原理・解法の発見を目指すＡＩ

ロボットを開発する。 

 2050年までに、人が活動することが難しい

環境で、自律的に判断し、自ら活動し成長

するＡＩロボットを開発する。 

 2030 年までに、特定の状況において人の

監督の下で自律的に動作するＡＩロボット

を開発する。 

 

 
1 工場、病院・介護施設、家庭、研究室、災害現場など 


